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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年8月20日(2020.8.20)

【公開番号】特開2020-105190(P2020-105190A)
【公開日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-027
【出願番号】特願2020-35656(P2020-35656)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月29日(2020.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の構造

【化１】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体。
【請求項２】
　下記の構造

【化２】

を有する化合物の薬学的に許容され得る塩。
【請求項３】
　下記の構造
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【化３】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体および薬学的に許
容され得る担体、希釈剤または賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項４】
　下記の構造

【化４】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体および薬学的に許
容され得る担体、希釈剤または賦形剤を含む医薬組成物であって、経口投与のために製剤
化される、医薬組成物。
【請求項５】
　疾患の処置を必要とする哺乳動物において疾患を処置するための医薬組成物であって、
下記の構造
【化５】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体を含む、医薬組成
物。
【請求項６】
　疾患の処置を必要とする哺乳動物において疾患を処置するための医薬組成物であって、
該医薬組成物が下記の構造
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【化６】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体を含み、該医薬組
成物が経口投与のために製剤化される、医薬組成物。
【請求項７】
　疾患の処置を必要とする哺乳動物において疾患を処置するための組み合わせ物であって
、請求項５または６に記載の医薬組成物およびさらなる活性剤を含むさらなる医薬組成物
を含む、組み合わせ物。
【請求項８】
　前記疾患が、バレット食道、乾癬、菌状息肉症、良性前立腺肥大症、糖尿病網膜症、網
膜虚血、網膜血管新生、肝硬変、血管新生、心血管疾患、アテローム性動脈硬化、免疫疾
患、自己免疫疾患、腎疾患または小児悪性腫瘍である、請求項５または６に記載の医薬組
成物または請求項７に記載の組み合わせ物。
【請求項９】
　がんの処置を必要とする哺乳動物においてがんを処置するための医薬組成物であって、
下記の構造
【化７】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体を含む、医薬組成
物。
【請求項１０】
　がんの処置を必要とする哺乳動物においてがんを処置するための医薬組成物であって、
該医薬組成物が下記の構造
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【化８】

を有する化合物またはその薬学的に許容され得る塩もしくは互変異性体を含み、該医薬組
成物が経口投与のために製剤化される、医薬組成物。
【請求項１１】
　がんの処置を必要とする哺乳動物においてがんを処置するための組み合わせ物であって
、請求項９または１０に記載の医薬組成物およびさらなる活性剤を含むさらなる医薬組成
物を含む、組み合わせ物。
【請求項１２】
　前記がんが、充実性腫瘍を含む、請求項９または１０に記載の医薬組成物または請求項
１１に記載の組み合わせ物。
【請求項１３】
　前記がんが、肺がん、骨がん、膵臓がん、皮膚がん、頭頸部のがん、子宮がん、卵巣が
ん、結腸直腸がん、肛門領域のがん、胃がん、結腸がん、乳がん、女性生殖器腫瘍、肝細
胞がん、食道のがん、小腸のがん、内分泌系のがん、甲状腺のがん、膵臓のがん、副甲状
腺のがん、副腎のがん、軟組織の肉腫、尿道のがん、陰茎のがん、前立腺がん、幼年期の
充実性腫瘍、膀胱のがん、腎臓もしくは尿管のがん、中枢神経系の新生物、脊髄腫瘍、髄
芽腫、脳幹グリオーマ、新生物皮膚疾患または下垂体腺種である、請求項９、１０もしく
は１２のいずれか一項に記載の医薬組成物または請求項１１もしくは１２に記載の組み合
わせ物。
【請求項１４】
　前記がんが、非小細胞肺がん、燕麦細胞がん、隆起性皮膚線維肉腫、皮膚または眼内黒
色腫、子宮肉腫、卵管の癌腫、子宮内膜の癌腫、子宮頸部の癌腫、膣の癌腫、外陰部の癌
腫、ホルモン不応性前立腺がん、腎細胞癌または腎盂の癌腫である、請求項９、１０、１
２もしくは１３のいずれか一項に記載の医薬組成物または請求項１１～１３のいずれか一
項に記載の組み合わせ物。
【請求項１５】
　前記がんが、肺がんである、請求項９、１０もしくは１２～１４のいずれか一項に記載
の医薬組成物または請求項１１～１４のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１６】
　前記肺がんが、非小細胞肺がんである、請求項１５に記載の医薬組成物または組み合わ
せ物。
【請求項１７】
　前記がんが、膀胱がんまたは前立腺がんである、請求項９、１０もしくは１２～１４の
いずれか一項に記載の医薬組成物または請求項１１～１４に記載の組み合わせ物。
【請求項１８】
　前記がんが、腎細胞癌である、請求項９、１０もしくは１２～１４のいずれか一項に記
載の医薬組成物または請求項１１～１４のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
【請求項１９】
　前記がんが、黒色腫である、請求項９、１０もしくは１２～１４のいずれか一項に記載
の医薬組成物または請求項１１～１４のいずれか一項に記載の組み合わせ物。
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【請求項２０】
　前記がんが、皮膚または眼内黒色腫である、請求項９、１０もしくは１２～１４のいず
れか一項に記載の医薬組成物または請求項１１～１４のいずれか一項に記載の組み合わせ
物。
【請求項２１】
　前記がんが、血液学的悪性腫瘍である、請求項９もしくは１０に記載の医薬組成物また
は請求項１１に記載の組み合わせ物。
【請求項２２】
　前記血液学的悪性腫瘍が、ホジキン病、慢性白血病、急性白血病、過好酸球増加症、リ
ンパ球性リンパ腫または原発性中枢神経系リンパ腫である、請求項２１に記載の医薬組成
物または組み合わせ物。
【請求項２３】
　前記血液学的悪性腫瘍が、急性骨髄性白血病である、請求項２１に記載の医薬組成物ま
たは組み合わせ物。
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